
戊辰戦争時、会津藩士や山本八重（後の新島八重）ら勇敢な婦女子らが鶴ヶ城に籠城し、新政府軍と戦いました。
籠城している子ども達が会津唐人凧を揚げたという逸話が今も大切に伝えられています。
城が新政府軍に囲まれて不利な状況になった時、城内の士気を高めるために、そして新政府軍に「まだ余裕がある」と
思わせるためでした。大空に舞う、その勇壮な凧の姿は、会津藩士の子ども達に大変な人気がありました。
現在、新型コロナウイルス感染症予防のために日本中、世界中の人々が籠城戦のように自宅待機を余儀なくされています。
そのような状況だからこそ、発想を変え、自分の思いを自由に表現するアートに楽しみや喜びを見い出し、
ストレスと上手につきあう取り組みにしたいと思います。
さらに新型コロナ感染症が終息した時に、会津に日本中、世界中から多くの方々においでいただくきっかけ作りにもしたいと思います。
戊辰戦争で籠城戦を経験した会津若松だからこそできる「アートの力」による元気発信事業です。多くの方々の応募を心からお待ちしています。

【応募資格】　国籍、年齢等を問わず、どなたでも応募可能です。

【応募作品内容】 今の時期につくった作品であれば平面や立体、具象・抽象を問わず、内容は全く自由です。
ろう城アート展では、上手下手、間違いや失敗などありません。楽しく自己表現をしたものを気軽にお寄せください。
文字の記入、描画素材も自由で、何でもありです。
≪内容例≫　○自宅の窓から見える景色　〇室内風景　〇私のお気に入りの・・・　〇新型コロナをやっつけるヒーロー　
　　　　　〇私の守り神アマビエ　〇疫病退散あかべこ　〇私のヒーロー　〇今の心の風景　〇私の夢　　
　　　　　　〇会津のイメージ　〇好きなイラストや絵画等の模写　〇絵手紙　〇書の作品　〇貼り絵　〇ＣＧ　
　　　　　〇生け花　〇立体物　〇その他何でもあり

【応募方法】 作品を写真に撮り、電子メール添付でＨＰ掲載用に適した画像を送ってください。（記録画素数0.3ＭＢ  640×480ピクセル推奨）
絵の下部に①題名、②氏名（ペンネーム可）③年齢　④都道府県名（国籍）を小さくはっきり直接記入してください。
立体の場合は大きさは問いませんが、①②③④を記入した紙を置いて撮影してください。

                                                                          （応募作品例）

審査はせずに全作品をＨＰで展示します。応募は１人１点とします。
なお、応募作品、作者名、都道府県名等を広報誌、ＨＰ等に無償で掲載できるものとします。

【賞について】
参加賞として応募者全員に会津地方の宿泊施設などのお得なサービスチケットをメール添付で返送します。
新型コロナウイルス感染症が終息したら、そのチケットを印刷して持参するか、携帯等に保存するかして、会津へぜひおいでください。

【作品応募受付期間】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※９月２２日は、明治元年（１８６８年）鶴ヶ城籠城戦が終了した日です。

【展示方法・場所】
会津美術協会ＨＰで展示しますが、現在、準備中です。
準備ができ次第、会津若松商工会議所ＨＰなどでお知らせしますので、
そこから「ろう城アート展ギャラリー」に入ってください。
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